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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第３四半期連結
累計期間

第24期
第３四半期連結
累計期間

第23期
第３四半期連結
会計期間

第24期
第３四半期連結
会計期間

第23期

会計期間

自平成20年
７月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
７月１日
至平成22年
３月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成20年
７月１日
至平成21年
６月30日

売上高（千円） 3,088,4873,237,565931,881 967,4223,680,706

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
8,363 109,900△33,701 △2,294 △48,166

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△17,727 59,722 △28,141 △780 △85,285

純資産額（千円） － － 1,171,6171,114,2181,104,158

総資産額（千円） － － 1,408,7111,415,0621,345,631

１株当たり純資産額（円） － － 153,755.63146,222.87144,902.72

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△2,326.507,837.57△3,693.06△102.41△11,192.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 83.2 78.7 82.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△131,264 102,633 － － △25,245

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△71,885 △6,868 － － △39,929

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△6,419 △59,302 － － △9,984

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 195,469 366,342 329,880

従業員数（人） － － 56 56 57

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第23期第３四半期連結累計期間、第23期第３四半期連結会計期間、第24期第３四半期連結会計期間及び第23期の

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　４．第24期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要　

　な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 56 (48)

　（注）１　従業員数は就業人員であります。

　　　　２　従業員数欄の（ ）外書きは、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

(2）提出会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 41 (36)

　（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（ ）外書きは、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日

前年同四半期比（％）　

種苗生産販売事業 （千円） 18,444 74.0

全社 （千円） 266 225.9

合計（千円） 18,711 74.7

　（注）１　金額は当期製品製造原価によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　      ２　全社の記載額は、新品種の開発及び栽培方法の研究のため研究圃場を有しており、研究開発の段階で生産され

たいちご果実を販売しているための製品製造原価であります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日

前年同四半期比（％）

仕入販売事業 （千円） 722,936 104.4

合計（千円） 722,936 104.4

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　      ２　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であります12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会計

期間の仕入が、他の四半期連結会計期間に比べ多くなる季節的変動があります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ホーブ(E00010)

四半期報告書

 4/28



(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日

前年同四半期比（％）

仕入販売事業 （千円） 903,021 104.0

種苗生産販売事業 （千円） 51,103 93.1

運送事業 （千円） 13,297 150.3

合計（千円） 967,422 103.8

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　２　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であります12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会計期間

の販売が、他の四半期連結会計期間に比べ多くなる季節的変動があります。

　　　　３　前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合

相手先

前第３四半期連結会計期間
自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社帆栄物流 49,028 5.3 137,240 14.2

ベンダーサービス株式会社 107,411 11.5 121,307 12.5

株式会社スイートガーデン 108,668 11.7 96,321 10.0

トーワ物産株式会社 96,614 10.4 87,826 9.1

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、「ペチカプライム」「ペチカサンタ」等自社品種いちご果実の栽培について、生産農家との間で「栽培契約

書」を締結しております。その主な内容は、以下のとおりであります。

契約締結先 期間 主な内容

生産農家個人
契約締結日から１年間

（自動更新規定なし）

・いちご果実の生産が目的であること

・当社が販売する苗の品種及び数量

・当社選果規格に合致する果実をすべて当社へ出荷すること

・種苗の他人への譲渡、増殖、保存等の禁止

　（注）１　契約締結先は、農業生産法人あるいは農業協同組合の場合もあります。

２　契約期間は１年間で満了しますが、種苗の他人への譲渡、増殖、保存等の禁止規定は期間満了後も効力を有す

ることとなっております。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　    文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

　　　 当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした需要回復に伴う輸出増加などにより一部

で景気回復の兆しは見られるものの、個人消費の低迷やデフレ、雇用情勢の悪化など依然として厳しい状況が続

いております。　

  このような状況の中、当社グループは主力である仕入販売事業のいちご果実販売におきまして、新規取引先、

既存取引先に対する取扱数量の拡大に努めてまいりました。また、運送事業におきましては営業強化とともに業

務効率の改善に取り組んでまいりました。以上のことにより、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高

967,422千円（前年同四半期比3.8％増加）、営業損失3,338千円（前年同四半期は営業損失34,386千円）、経常

損失2,294千円（前年同四半期は経常損失33,701千円）、四半期純損失780千円（前年同四半期は四半期純損失

28,141千円）となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

・仕入販売事業

　　　　仕入販売事業の主力商品は業務用いちご果実であります。当第３四半期連結会計期間においては、自社品種以外

のいちご（「とちおとめ」など）を、市場などから仕入し販売をしております。当期間におけるいちご市場相

場価格は、ほぼ前年並みで推移いたしました。当社取引先への販売数量は、特に関西地区における販売が堅調に

推移したことにより、前年同四半期に比べ11.0％増加いたしました。

　　　 　この結果、当第３四半期連結会計期間における仕入販売事業の売上高は903,021千円（前年同四半期比4.0％増

加）、営業利益は51,480千円（前年同四半期比14.9％増加）となりました。

 ・種苗生産販売事業

　　　　　　種苗生産販売事業では、自社いちご品種を中心とした種苗の生産と販売を行っております。自社いちご品種の栽培

方法には秋定植と春定植の概ね２体系があり、当第３四半期連結会計期間においては春定植用の種苗を販売し

ております。「ペチカプライム」「ペチカサンタ」の新品種展開に伴い、新規産地の拡大に努めておりますが、

従来の「ペチカ」と栽培方法が異なることなどによって、販売数量の拡大が進まず、前年同四半期に比べ約５

万本減少することとなりました。

           この結果、当第３四半期連結会計期間における種苗生産販売事業の売上高は51,103千円（前年同四半期比

6.9％減少）、営業利益は14,865千円（前年同四半期比22.3％減少）となりました。

・菓子小売事業

  菓子小売事業は、平成20年８月末日をもって店舗を閉鎖し、菓子小売事業から撤退しているため記載は省略し

ております。

・運送事業

　運送事業は、当社の子会社である株式会社エス・ロジスティックスが行っております。当第３四半期連結会計

期間におきましては関東圏を中心に営業網の拡充を図るとともに、配送業務の効率化に努めてまいりました。

　　　 この結果、当第３四半期連結会計期間における運送事業の売上高は13,297千円（前年同四半期比50.3％増加）、

営業利益は1,359千円（前年同四半期は営業損失18,039千円）となりました。 
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（2）財政状態の状況

（流動資産）

　　　　　　 流動資産は、前連結会計年度末と比較して112,050千円増加し、当第３四半期連結会計期間末で878,015千円となり

ました。これは、現金及び預金と売掛金が増加したことが主因であります。

（固定資産）

　　　　　　 固定資産は前連結会計年度末と比較して42,618千円減少し、当第３四半期連結会計期間末で537,047千円となりま

した。これは、有形固定資産と投資有価証券が減少したことが主因であります。

（流動負債）

　　　　　　 流動負債は前連結会計年度末と比較して67,726千円増加し、当第３四半期連結会計期間末で256,705千円となりま

した。これは、未払法人税等の増加が主因であります。

（固定負債）

 固定負債は前連結会計年度末と比較して8,355千円減少し、当第３四半期連結会計期間末で44,139千円と

なりました。これは、長期借入金の減少が主因であります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比較して10,059千円増加し、当第３四半期連結会計期間末で1,114,218千円

となりました。この結果自己資本比率は、前連結会計年度末の82.1％から78.7％になっております。 

 

（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連結会計

期間末と比較して175,691千円増加して366,342千円となりました。　

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果取得した資金は152,211千円（前年同四半期は109,065

千円の取得）となりました。これは主に仕入債務の減少433,602千円があったものの、売上債権の減少566,997

千円とたな卸資産の減少29,265千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果取得した資金は28,239千円（前年同四半期は6,662千

円の使用）となりました。これは主に投資有価証券の売却による収入18,324千円、敷金及び保証金の回収によ

る収入12,424千円があったものの、敷金及び保証金の差入による支出2,110千円があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は4,759千円（前年同四半期は54,583千

円の使用）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出4,256千円によるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は10,906千円であります。なお、当第

３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　      当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,480

計 26,480

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,620 7,620
株式会社大阪証券取引所

　（ＪＡＳＤＡＱ市場）　
（注１）

計 7,620 7,620 － －

　（注１）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　　　　　当社は単元株制度は採用しておりません。

　（注２）平成22年４月１日付でジャスダック証券取引所と大阪証券取引所が合併したことに伴い、大阪証券取引所ＪＡ　

ＳＤＡＱ市場に上場となっております。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年１月１日～

平成22年３月31日
― 7,620 ― 421,250 ― 432,250

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 （平成22年３月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,620 7,620
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

端株 ― ― ―

発行済株式総数 7,620 ― ―

総株主の議決権 ― 7,620 ―

　

②【自己株式等】

 （平成22年３月31日現在）

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

              ―              ― 　　　　　 ―  　　　　　―     ―     ―

計              ―     ―     ―     ―     ―
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月
平成22年
１月

２月 ３月

最高（円） 152,000160,000160,300154,800160,000153,000163,000161,500195,000

最低（円） 141,000141,000140,200142,400145,000145,000150,200148,000158,000

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。なお、ジャスダック証券取引所は、平成22年

４月１日付で大阪証券取引所と合併しております。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年７月１日から

平成22年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 366,342 329,880

売掛金 399,107 315,478

たな卸資産 ※1
 86,717

※1
 78,857

未収還付法人税等 － 33,532

その他 41,098 22,898

貸倒引当金 △15,251 △14,683

流動資産合計 878,015 765,964

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 170,452 180,073

機械装置及び運搬具（純額） 81,020 96,114

土地 79,291 79,291

その他（純額） 3,658 2,903

有形固定資産合計 ※2
 334,423

※2
 358,383

無形固定資産 1,837 1,968

投資その他の資産

投資有価証券 165,808 184,356

その他 39,517 39,548

貸倒引当金 △4,539 △4,590

投資その他の資産合計 200,786 219,314

固定資産合計 537,047 579,666

資産合計 1,415,062 1,345,631

負債の部

流動負債

買掛金 108,108 109,603

1年内返済予定の長期借入金 12,768 12,768

未払法人税等 49,776 377

引当金 12,042 －

その他 74,009 66,229

流動負債合計 256,705 188,978

固定負債

長期借入金 17,016 26,592

退職給付引当金 27,123 25,902

固定負債合計 44,139 52,494

負債合計 300,844 241,472
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 421,250 421,250

資本剰余金 432,250 432,250

利益剰余金 260,834 250,642

株主資本合計 1,114,334 1,104,142

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △116 16

評価・換算差額等合計 △116 16

純資産合計 1,114,218 1,104,158

負債純資産合計 1,415,062 1,345,631
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 ※3
 3,088,487

※3
 3,237,565

売上原価 ※3
 2,392,758

※3
 2,480,827

売上総利益 695,728 756,738

販売費及び一般管理費 ※1
 695,046

※1
 650,187

営業利益 682 106,551

営業外収益

受取利息 627 198

商品毀損補償受入益 3,989 －

債務未請求益 1,902 －

法人税等還付加算金 － 978

補助金収入 － 912

その他 2,217 1,720

営業外収益合計 8,736 3,809

営業外費用

支払利息 619 460

その他 435 －

営業外費用合計 1,055 460

経常利益 8,363 109,900

特別利益

固定資産売却益 132 －

特別利益合計 132 －

特別損失

固定資産除却損 87 32

店舗閉鎖損失 97 －

特別損失合計 185 32

税金等調整前四半期純利益 8,311 109,868

法人税等 ※2
 27,463

※2
 50,145

少数株主損失（△） △1,424 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17,727 59,722
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 ※3
 931,881

※3
 967,422

売上原価 ※3
 746,683

※3
 780,995

売上総利益 185,197 186,427

販売費及び一般管理費 ※1
 219,584

※1
 189,766

営業損失（△） △34,386 △3,338

営業外収益

受取利息 223 77

保険配当金 362 －

差入保証金利息 385 －

補助金収入 － 912

その他 204 227

営業外収益合計 1,175 1,216

営業外費用

支払利息 309 172

その他 180 －

営業外費用合計 489 172

経常損失（△） △33,701 △2,294

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 3,126

特別利益合計 － 3,126

特別損失

固定資産除却損 87 32

特別損失合計 87 32

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△33,788 798

法人税等 ※2
 △5,647

※2
 1,578

四半期純損失（△） △28,141 △780
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,311 109,868

減価償却費 33,059 26,383

繰延資産償却額 1,755 －

のれん償却額 1,424 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,332 517

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,518 12,042

退職給付引当金の増減額（△は減少） △290 1,221

受取利息及び受取配当金 △627 △198

支払利息 619 460

有形固定資産売却損益（△は益） △132 －

固定資産除却損 87 32

売上債権の増減額（△は増加） △64,460 △83,629

たな卸資産の増減額（△は増加） 589 △7,859

仕入債務の増減額（△は減少） 7,748 △1,494

その他 △47,960 12,635

小計 △44,022 69,978

利息及び配当金の受取額 568 295

利息の支払額 △673 △446

法人税等の支払額 △87,136 △2,076

法人税等の還付額 － 34,882

営業活動によるキャッシュ・フロー △131,264 102,633

投資活動によるキャッシュ・フロー

子会社株式の取得による支出 △2,000 －

出資金の払込による支出 △10 －

有形固定資産の取得による支出 △50,559 △2,600

有形固定資産の売却による収入 7,270 －

無形固定資産の取得による支出 － △225

繰延資産の取得による支出 △10,987 －

投資有価証券の売却による収入 － 18,324

貸付金の回収による収入 5,854 2,190

敷金及び保証金の差入による支出 △130,969 △43,861

敷金及び保証金の回収による収入 109,355 19,451

その他 159 △147

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,885 △6,868
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 730,000 450,000

短期借入金の返済による支出 △730,000 △450,000

長期借入れによる収入 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △7,448 △9,576

配当金の支払額 △48,971 △49,726

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,419 △59,302

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △209,569 36,462

現金及び現金同等物の期首残高 405,039 329,880

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 195,469

※
 366,342
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 　該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 　該当事項はありません。

３．会計処理基準に関する事項の変更   該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．前第３四半期連結累計期間において、区分掲記していた「商品毀損補償受入益」（当第３四半期連結累計期間514

千円）は、営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

２．前第３四半期連結累計期間において、区分掲記していた「債務未請求益」（当第３四半期連結累計期間21千円）

は、営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

（四半期連結損益計算書）

前第３四半期連結会計期間において、区分掲記していた「差入保証金利息」（当第３四半期連結会計期間225千円）

は、営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法　 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。

たな卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を

省略し、第２四半期連結会計期間末に係る実地たな卸を基礎として合理的な

方法により算定する方法によっております。　

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年３月31日）

前連結会計年度末
（平成21年６月30日）

※１　たな卸資産の内訳　

商品及び製品 36,649千円

仕掛品 44,979千円

原材料及び貯蔵品 5,087千円

たな卸資産計 86,717千円

※１　たな卸資産の内訳　

商品及び製品 21,831千円

仕掛品 51,805千円

原材料及び貯蔵品 5,221千円

たな卸資産計 78,857千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額は521,747千円であり

ます。なお、減価償却累計額には減損損失累計額が含

まれております。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は496,640千円であり

ます。なお、減価償却累計額には減損損失累計額が含

まれております。

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運送費 202,001千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運送費 167,684千円

賞与引当金繰入額 8,199千円

貸倒引当金繰入額 517千円

※２　当第３四半期連結累計期間における税金費用につい

ては、法人税等調整額を法人税等に含めて表示してお

ります。

※２　　　　　　　　　　同左

※３　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であり

ます12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会

計期間の仕入及び販売が、他の四半期連結会計期間に

比べ多くなる季節的変動があります。　　

※３　　　　　　　　　　同左　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運送費 60,311千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運送費 46,121千円

賞与引当金繰入額 5,071千円

※２　当第３四半期連結会計期間における税金費用につい

ては、法人税等調整額を法人税等に含めて表示してお

ります。

※２　　　　　　　　　　同左

※３　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であり

ます12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会

計期間の仕入及び販売が、他の四半期連結会計期間に

比べ多くなる季節的変動があります。　　

※３　　　　　　　　　　同左　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年３月31日現在）

現金及び預金 195,469千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 195,469千円

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成22年３月31日現在）

現金及び預金 366,342千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 366,342千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平

成22年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　7,620株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月25日

定時株主総会
普通株式 49,530 6,500平成21年６月30日平成21年９月28日 利益剰余金

  （２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの　

　 該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ホーブ(E00010)

四半期報告書

21/28



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日） 

 
仕入販売　　
事業
（千円）

種苗生産　販
売事業
（千円）

運送事業
（千円）

計
（千円）

消去又は　　
全社

（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1) 外部顧客に対する売上高 868,14754,8848,848931,881 － 931,881

(2) セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － 52,32052,320△52,320 －

計 868,14754,88461,169984,201△52,320931,881

営業費用 823,35435,75879,208938,32227,945966,268

営業利益又は営業損失（△） 44,792 19,125△18,03945,879△80,265△34,386

当第３四半期連結会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

 
仕入販売　　
事業
（千円）

種苗生産　販
売事業
（千円）

運送事業
（千円）

計
（千円）

消去又は　　
全社

（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1) 外部顧客に対する売上高 903,02151,10313,297967,422 － 967,422

(2) セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － 40,67640,676△40,676 －

計 903,02151,10353,9731,008,098△40,676967,422

営業費用 851,54136,23752,613940,39330,368970,761

営業利益又は営業損失（△） 51,480 14,8651,35967,705△71,044△3,338

　

前第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年３月31日） 

 
仕入販売　　
事業
（千円）

種苗生産　販
売事業
（千円）

菓子小売　事
業

（千円）

運送事業
（千円）

計
（千円）

消去又は　
　全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                             

(1) 外部顧客に対する売上高2,984,63867,70921,38614,7523,088,487－ 3,088,487

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 129,356129,356△129,356 －

計 2,984,63867,70921,386144,1093,217,843△129,3563,088,487

営業費用 2,713,34349,04021,296190,2162,973,896113,9083,087,805

営業利益又は営業損失（△） 271,29418,669 90 △46,107243,946△243,264 682
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当第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

 
仕入販売　　
事業
（千円）

種苗生産　販
売事業
（千円）

運送事業
（千円）

計
（千円）

消去又は　　
全社

（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1) 外部顧客に対する売上高 3,142,53864,27630,7503,237,565 － 3,237,565

(2) セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － 127,880127,880△127,880 －

計 3,142,53864,276158,6313,365,446△127,8803,237,565

営業費用 2,818,26350,106161,8873,030,257100,7563,131,014

営業利益又は営業損失（△） 324,27414,170△3,256335,188△228,636106,551

（注）１．事業の区分方法 

事業は、販売（業務）形態を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製商品及び業務

事業区分 主要な製商品及び業務

仕入販売事業
いちご果実（自社品種ペチカプライム・ペチカサンタ等、その他いちご果実）、青

果（ブルーベリー、バナナ等）、農業用生産・出荷用資材

種苗生産販売事業
自社いちご品種苗（ペチカプライム・ペチカサンタ等）、その他種苗（アルス　ト

ロメリア等）

運送事業 配送業務

３．菓子小売事業は、平成20年８月末日をもって店舗を閉鎖し、撤退しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

前第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。　

 

前第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。　

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年３月31日）

前連結会計年度末
（平成21年６月30日）

１株当たり純資産額 146,222.87円 １株当たり純資産額 144,902.72円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △2,326.50円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 7,837.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △17,727 59,722

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△17,727 59,722

期中平均株式数（株） 7,620 7,620

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3,693.06円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額（△） △102.41円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

四半期純損失（△）（千円） △28,141 △780

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △28,141 △780

期中平均株式数（株） 7,620 7,620

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　　　　重要な変動がないため、記載を省略しております。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月14日

株式会社ホーブ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴口　　幹男　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣瀬　　一雄　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホーブの平

成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホーブ及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月14日

株式会社ホーブ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴口　　幹男　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣瀬　　一雄　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホーブの平

成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホーブ及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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